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R6大学の試験課題に対する研究会の予測課題の検証について解説しま
す。
結論として研究会の３課題は、試験課題の80％以上的中したと言えます。
今年は、予測課題３がほぼ試験課題に酷似した内容でした。
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作図課題は、表１の通り図面で予測できなかったのは、製図室だけで
す。
ただし、製図室ではないが、共同学習室など他の名称での学習室があ
り、ここは問題なく書けたと判断します。
予測課題３は、階数自由、床面積指定なし、講堂は段床形式、免震構
造、道路斜線の全てにおいて一致しており、ほぼ完璧に的中したと言え
ます。
研究会は、今年7×7スパンの単純書き潰しとして50㎡以上指定がでる
のではと判断して予測課題２に組み込みました。
試験では、50㎡以上が３室、100㎡以上が１室あり、室名は違うが予測
課題２でも50㎡以上３室、100㎡以上１室と偶然にも、その数まで同じで
した。



3

表２に示すように計画の要点等で予測できなかったのは、（1）の一部、
（6）です。
ただし、（1）は動線計画等を応用することで、（6）の屋上設備はR5と同
じ問題なので、研究会のR5解答を見ていればそのまま書けます。
その他（2）～（5）は予測課題と全く同じ内容であったので、研究会の
「計画の要点等まとめ」を見た方は、速攻で書き上げることができました。
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表１及び表２から判断できるように研究会の予測課題は、80％以上的
中したと判断できます。

以上で、R6大学の試験（予測課題の検証）の解説を終了します。

なお、明日は、多くの方から質問がありましたが、「試験課題の採光」につ
いて解説します。


